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自律の心が育ってきた 

    校長 中島 貢 

 雨雲の動きが気になり、実施できるかどうか心配された今年度の体育大会。 

 ９月１７日（土）は曇天であったものの六中生の元気な姿が晴れ間を呼び込

むこととなりました。 

 学級の仲間と気持ちをそろえなければうまくいかない学年種目、長縄でした

が、本番では、どのクラスも気持ちが一つになり、「できた」「やり遂げた」と

いう満足の笑みをたくさん見ることができました。練習の過程ではうまくいかない姿を何度も見まし

た。少し不安になることもありました。でも、本番が近づくにつれ、「これで大丈夫」という気持ちに

なりました。おそらく、学級の中で「どうしたらうまくいくのか」を話し合ったのだと思います。そ

して、練習し、試行錯誤を繰り返したのだと思います。 

 大切なことは、練習にありました。それは、自分たちの問題に気づき、それを解決していこうとす

る姿です。今年度、学校教育目標に「自律」を掲げました。体育大会において、個人種目、リレーな

ど、努力の成果を実感する機会はたくさんあったと思いますが、学年種目、長縄には特に「自律」の

姿勢を感じました。 

 応援合戦にも、六中生の心意気をしっかりと感じることができました。４色が競い合うというより

は、４色それぞれが「自分たちの色を出す」「自分たちで楽しむ」という気持ちを感じました。何より

感心したのは、他の色の応援を

楽しんで見ている光景でした。

六合中が一つになっているな、

と感じた時間でした。各色が自

律して練習してきた成果を互い

に認め合っている時間でした。 

 10月28日（金）の文化発表

会。どんな姿が見られるか、今

から楽しみです。 

文化発表会について 

 六合中学校では、過日ご案内いたしましたように、10月28日(金)にプラザおお

るりにおいて文化発表会を開催いたします。当日は、各学年の合唱コンクールを

はじめ、選抜合唱や吹奏楽部の演奏披露、Ｆ組のハンドベル演奏など音楽の発表

に加え、英語のスピーチや生活体験文の発表も予定しております。 

 当日は、保護者席をある程度用意しておりますが、満席の際には保安上の理由により立ち見ができま

せん。該当学年の保護者を優先させていただく場合がございますので、ご了承ください。 

 また、プラザおおるり、および市役所は通常の業務を行っておりますので、駐車場のご利用ができま

せん。公共交通機関でのご来場をお願いいたします。また、お車の場合は民間の有料駐車場をご利用い

ただくようお願いいたします。 

 

欅  



『こころの窓』（道徳コーナー） 

～「みなさん、六合中の伝統とは何ですか。」 『え、何だろう…。あいさつ？』～ 

２学期最初の、３年生の道徳の授業。今日の資料は「校内体育大会」。内容を簡単に紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 生徒たちも資料を通して、「伝統を築き上げる」とは何か、を考え始め

ました。そして、今までの行事の内容を「変えないこと」＝「伝統を守る」

ではないし、「変える」＝「新しい伝統」でもない。大切なことは、その

事柄に対して、みんなの思いを尊重しながら、一生懸命考えて企画を考え

ることだ。それが「伝統を築く」ということだと学びました。 

○生徒の振り返りより 

・正直、僕は伝統とか行事に興味がなかったけれど、「みんながやっているから。決まったことだから」

ではなく、何のためにやっているのかを考えて行動したいです。 

・先輩たちがやってきた伝統を引き継ぎつつも、自分たちらしい行事にしていくことが大切だと思った。 

・みんなが何をやりたいか、何を期待しているのかを考えて行事を行っていきたい。 

先月行われた体育大会の応援合戦も、毎年行われている催しです。しかし、今年はどのブロックも個

性を生かし、つい声を出して笑ってしまうようなユーモアあふれる表現や、帽子が青空に舞うなど、歓

声が上がるような表現がたくさんありました。その背景には、「観ている人を楽しませたい！」という

強い思いが、どのブロックにも込められていました。これも「新しい伝統」だと私は思います。 

９月30日に行われた生徒会選挙立合演説会では、１、２年生が六合中学校の

更なる向上を目指して、挨拶や清掃活動、目安箱の設置など様々な公約を話し

てくれました。３年生にとってはどの生徒も信念があり、これなら自分たちの

後をどの生徒に任せても大丈夫だと思ったようです。 

道徳は資料を通して、自分自身を振り返り、学んだことをこれからの生活にいかしていこうとする

心を育みます。すぐにではなくても、道徳で学んだことや感じたことを生活にいかし、多くの人との

関わりの中で、よりよい人生を切り拓いてほしいと願っています（３年担任 道徳主任 加瀬澤 尚子）                                                        

１０月の行事予定 

１１日（火）合唱中間発表会（１、２年） 

１３日（木）合唱中間発表会（３年） 

１９日（水）４時間授業 給食あり 

２７日（木）文化発表会ﾘﾊｰｻﾙ(12時下校) 

    ※関係生徒は弁当持参 

２８日（金）文化発表会 

(プラザおおるり)※弁当持参  

       

１１月の行事予定 

１日(火) ２日(水) ４日(金) ７日(月) ８日(火) 教育相談（３年三者面談） 

４日（木）六合の日（あいさつ運動） 

６日（日）古紙回収 (予備日 13日)  

７日（月）全校集会(第Ⅳステージ開始) 

後期第１回生徒会専門委員会 

１１日（金）給食参観会 授業参観 学年・学級懇談会 

親子道徳（教育講演会）宮本延春氏  

「オール１の落ちこぼれ、教師になる」 

１４日（月）避難所運営会議 六中質問タイム 

１５日（火）生徒総会 六中質問タイム 

１６日（水）ＰＴＡ本部会 地区長会 

１７日（木）期末テスト１日目 

（５時間）給食あり 

１８日（金）期末テスト２日目 

音楽鑑賞会（器楽合奏ﾋﾟｰﾙ･ﾄｰﾝ･ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ） 

２５日（金）島工サイエンススクール（２年） 

主人公は生徒会役員で、毎年、盛大に行っている体育大会の準備に燃えていました。代議員会で

は、今までの先輩が築き上げた伝統に重みを感じ、応援コンクールを今までのやり方でやろうと主

張します。しかし、下級生に「これでは、すべて去年と同じ内容で決まっていくように思います。

せっかく話し合いの場があるのだから、みんなに意見を聞いて、今の在校生にあった新しい企画を

考えませんか。新しい伝統をつくりませんか。」と言われ、「伝統とは何か。」を考え始めます。 


